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テーマ  
農業は地域とともに 

～農業者が取組む地域活性化とは～ 
 

報告者  

㈲希望農場 代表取締役 佐々木 大輔 氏 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
農業経営・法人化グループ２月例会は、中標津から(有)希望農場の佐々木社長をお招きしての例

会です。一昨年、アジア初の AMR を導入するなど酪農業での先進的な取り組みはもちろん、麦や大

豆・小豆の栽培にもチャレンジし、自社生産の国産大麦をモルト加工する会社を設立するなど、地

域活性化を願った本業にとどまらない取組をされています。 

そんな佐々木社長の取組やそのルーツ・想いをお聞きし、これからの地域を担う農業経営につい

て考え深めて参ります。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 
 
 

会場準備の関係上、２月１０日（月）までに出欠のご回答をお願いいたします。 

※お問い合わせは、同友会事務局（担当：村上）まで。電話 0155-22-3611 

 

２/１３農業経営部会 ２月例会（農業経営・法人化グループ）・出欠回答 
 

                 

【例会】 □出席します     □欠席します 

【囲む会】□出席します     □欠席します 
 
 

会社名               役職         氏名                   

返信先 FAX：0155-22-3612 

日 時  ２月１３日(木)１９：００～２１:００ 

会 場  同友会事務所（帯広市東 2条南 5丁目 1） 

参加費  無 料 ※終了後に講師を囲む会を開催します 

 

【プロフィール】 

北海道標津郡中標津町にて酪農業を営む。アジア初のデラバル製ロータリーパー

ラー型搾乳ロボット「AMR」を導入し、230 頭を搾乳。国内有数の酪農主産地である

中標津だが、酪農以外の食文化がないことに着目し、麦や大豆、小豆等の畑作に

チャレンジ。自社生産の国産大麦をモルト加工する中標津クラフトモルティング(株)

を設立するなど、その活動は多岐にわたる。 

≪共催≫帯広信用金庫 


